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～巻頭言～ 

子どもが主役のあいご会 

鹿児島市教育委員会 生涯学習課  

課長 中村 一成 

 

 秋分の日に実施された「西郷どんの遠行」では、色とりどりのあいご会の幟が見ら

れました。子どもたちはもちろん、保護者、先生、地域の年配の方まで、８ｋｍという長い道のりを励

ましあいそして会話を楽しみながら歩いていました。その光景を見ながら、３０数年前、あいご主事（現

あいご会コーディネーター）として活動していたことを思い出しました。教員になったばかりの頃、最

初に担当した係の一つがあいご主事でした。先輩の先生といっしょに、校区の球技大会や歩こう会を企

画した、というより、ほとんどは参加しただけでしたが。ただ、校区のあいご会長や地域のあいご主事

の方には、可愛がっていただきました。行事があるたびに飲みに誘っていただき、校区の歴史のこと、

地域での子供の様子など、学校では知ることのできないことをたくさん学ばせていただきました。結局、

初任の４年間、あいご会の担当をさせていただきましたが、「地域の中の学校」「地域全体で子どもを育

てる」という、自分自身が教員を続けていく上で芯となる大切なことを学ばせていただいた気がします。 

近年、子どもを取り巻く環境は大きく変化しており、少子化や核家族化、地域のつながりの希薄化な

どが進む中で、子どもたちが安心して育つための「居場所」や「つながり」が求められています。こう

した背景のもと令和５年に創設された「こども家庭庁」は、子どもを社会の中心に据える「こどもまん

なか社会」の実現をめざし、さまざまな施策を展開しています。その中核をなすのが「こどもまんなか

アクション」であり、これは子ども自身の声を尊重し、地域全体で子どもを支える社会づくりを促進す

る取り組みです。 

この「こどもまんなかアクション」の理念に照らしてみると、あいご会が担う役割は非常に大きいと

言えます。子ども会は、地域の中で子どもたちが主体的に活動し、異年齢の仲間と交流しながら社会性

を育む場です。地域行事への参加は、単なるイベント体験にとどまらず、子どもたちが「地域の一員」

として認識され、地域社会とのつながりを実感する貴重な機会となります。さらに、子どもたちは自分

の存在が地域に受け入れられていることを感じ、自己肯定感や社会的責任感を育むことができます。ま

た、地域の大人にとっても、子どもたちと関わることで世代間の交流が生まれ、地域の絆が深まる効果

があると思われます。 

 令和７年度鹿児島市あいご会連合会のスローガンは、「みんなが楽しむあいご会」です。子どもたちが

楽しいと思えるようなあいご会活動を企画することはもちろんのこと、指導者や保護者といった大人も

あいご会活動を楽しむことをめざしています。そのために、それぞれの校区や単位のあいご会が、子ど

もリーダーにも企画や運営に参加させたり、子どもたちの意見を取り入れたりしながら、子どもが主体

となった活動の充実に向け取り組まれています。これからも「子どもが主役のあいご会」となるよう地

域の一員として支え応援していきたいと思います。 



あいご宿泊体験

 

 

喜入 

 

宇宿 



 

 

７月に七夕の笹飾りを行いました。各単位あいご会では

大人も子どももみんなで笹飾りを楽しむことができまし

た。また、短冊や笹飾りを持ち寄って、６本の竹に飾りつ

けをして、渡り廊下に設置すると、たくさんの子どもたち

が昼休みに鑑賞していました。 

「テストでいい点数が取れるように」「好きなゲームが

もらえますように」「ゲームがうまくなりますように」と

思わずにっこり微笑んでしまうような内容で、見ている子

どもたちの目はとてもキラキラしていました。 

どーんと大きな笹に、みんなの願いや思いが込められた

短冊たち。どうか、子どもたちの願いが叶うように。 

【東谷山小あいご会コーディネーター 堀口 峻輔】 

 

 

 

 

 

 

 

馬頭観音夏祭りは、桟敷原地区の伝統的な祭りです。5 月 17 日（土）、公民館で子どもたちが習字紙

に絵を書き、保護者が灯籠の木枠に張り付けました。7 月 13 日（日）、「馬頭観音」（石神丘の石祠）に

灯籠を飾り、お参りにくる人々の足元を照らす予定でした。しかし、雨天のため、灯籠は公民館に飾り、

子どもにはくじ引きを楽しんでもらいました。           【桟敷原あいご会長 入江 有希】 

 ＜灯籠のかざりつくり＞        ＜できあがった灯籠＞      ＜くじ引き＞ 

東谷山 

 7 月１５日（火）と１６日（水）に七夕のかざりつけをしました。いろんな学年が集まって、 

かざりつけをしました。ねがいごとが書かれたたんざくやおりがみで作ったかざりをつけていくと、どんどんすて

きな笹かざりができてきて、とてもうれしかったです。みんなの願いがかなってほしいです。 

                            【東谷山小 ５年 志水
し み ず

 唯人
ゆ い と

】 

桟敷原あいご会（春山） 

 

灯ろうづくりでは、近所の友達と習字紙に好きな絵や、キャラクターをかきました。かいた絵はとてもかわい

くて、中にはおもしろいのもあって、みんなで笑い合いました。 

馬頭観音に向かう坂をのぼることは雨で中止になり、少し悲しかったです。そのかわりに公民館でくじ引きを

しました。わたしは 2 等を引き当てることができて、ポーチや、けい光ペンをもらうことができました。坂をの

ぼれなかったことはくやしかったけど、ほかのことをして、みんなで楽しめたことがうれしかったです。 

                       【春山小 ６年 入江
い り え

 花
はな

】 



 
 

伊敷台校区あいご会では、9 月 28 日（日）に「あいご会対抗ゲーム大会」を開催しました。実施に
向けては、各地区の子どもあいご会長たちが 1 学期から昼休みを使い、参加者が楽しめるゲームを考
えてきました。 

当日は、ボーリング、的当て、新聞紙プールでの宝探しなどのゲームが体育館いっぱいに広がり、に
ぎやかになりました。各あいご会の子どもたちはチームを組み、それぞれのゲームブースを回りながら
高得点を目指して協力して取り組みました。チーム内では、上学年の子どもたちが下学年をリードする
様子もありました。どのチームも力いっぱい参加し、会場は子どもたちの笑顔と元気な声で満ちてい
ました。 

今回の活動を主催した経験を通して、自分たちで協力しながら大きなイベントを成功させる達成感
を味わうことができました。            

【伊敷台小 ６年 加藤
か と う

 莉
り

緒
お

】 

 
 

７月１８日（金）に六
月灯がありました。僕に
とっては６回目の六月灯
となりました。 ぼくは、好きなキャラクターを灯ろうに描きま
した。みんな灯ろうにいろいろな絵を描いていて、ろうそくの
灯りがその絵を照らし、とてもきれいでした。 

そして、地域の方々が焼き鳥やジュースなどのお店を準備し
てくださったおかげで、会場はとてもにぎやかになり、みんな
が楽しむことができました。地域のあたたかい協力のおかげ
で、六月灯はさらにもりあがったと思います。夏休みのいい思
い出になりました。 

           【前之浜小 ６年 德
とく

永
なが

 來
らい

仁
じ

】 

伊敷台 

前之浜 

みんなで水神社におまいり
しました 

手作り灯ろうせいぞろい にぎわったお店 

たくさんの参加者 新聞紙プールでの宝探し 



犬迫 

桜峰 

 

 

犬迫校区あいご会は、令和７年８月２日（土）に「いぬざこキッズフェスタ」を開催しました。 

 今年度は、ｅスポーツ・水風船すくいなどのレクリエーションを行いました。ｅスポーツとは、電子

機器を用いて行うスポーツのことで、子どもたちも興味をもって、楽しく取り組んでいました。友だち

と作戦を立てながら挑戦する姿もあり、ｅスポーツを通して、交流を図っていました。 

【犬迫校区学校あいご会コーディネーター 山縣 真紀】 

 

 

 

 桜峰小学校は今年度で閉校します。桜峰校区あいご会は、

令和７年１１月８日（土）、桜峰小学校で秋祭りを開催する

ことにしました。子どもたちがやりたいことを叶える秋祭

りにしようということで、バザー、子ども出店、射的、お菓

子釣り、eスポーツ、肝試し、ポップコーン作り、映画会、

みんなで花火と盛りだくさんの内容としました。 

 子どもたちは準備段階から積極的に意見を出し合い、自分

たちで準備することで異学年での団結を高めることができ

ました。やらされるのではなく、それぞれやりたい企画を担

当することで、中学生

や高学年は中心にな

ってまとめていまし

た。低学年の子どもは

持ち場を担当する責任感が生まれたように感じます。 

    【桜峰校区あいご会長 大嶺 繁徳】 

 ゲームが大きながめんでできておもしろかった。ぼんぼんも持ちきれないくらいたくさんとれた。しゃてきで

はおかしもとれて楽しかった。最後に川で魚つりがあった。ちいきの人が作った竹のさおに、ソーセージをはり

につけ、３センチくらいの小さい魚をつった。                （犬迫小４年 床
とこ

次
なみ

 来斗
ら い と

） 

 竹の釣り竿で、針には返しをつけない。今日はたくさん釣れて良かったね。今、魚釣りをすることって、ない

もんね。親の人たちも楽しかったね。川面に人影がうつらないようにすることが大切。僕がいつまでできるか分

からないけど、みんなが喜んでくれるからうれしいよ。いつでも声をかけてください。   （地域の指導者） 

射
的
に
長
蛇
の
列
が 

で
大
盛
り
上
が
り 

低学年もポップコーンづくりで活躍！ 



紫原 

 

紫原校区あいご会では数年前から納涼大会で子どもたち

が作った紙灯籠を飾っています。今年の大会でも２００基

の灯籠が会場の雰囲気を大いに盛り上げてくれました。 

中名    

 

中名校区あいご会は８月から１０月にかけてホタルの飼育に取り組みま

した。８月に農業用水路でホタルのえさとなるカワニナを捕獲し、幼虫を育

てました。１０月にはホタルの幼虫を観察したり、一生を学んだりした後、放流しました。来年ホタ

ルの成虫となり、どんな輝きを見せてくれるか楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は灯ろうに好きなアニメの絵を描きました。地域の方に教えてもらいながら作りました。

教えてくださった方は、紫原小学校の大先輩で、昔の紫原の様子などもくわしかったです。 

納涼大会当日はみんなの灯ろうを見ました。ライトが入るとすごくきれいでした。私の灯ろ

うもきれいに光っていてうれしかったです。        紫原小６年 福永
ふくなが

 日奈子
ひ な こ

 

灯
籠
づ
く
り
に
熱
中
す
る
子
ど
も
た
ち 

賑わった納涼大会 

光り輝く紙灯籠 

○ ホタルがじぶんの住んでいるところにたくさんいることをはじめてしりました。どんなホタルに

なっていくのか楽しみです。 

○ ホタルについてのクイズをしたり、お母さんといっしょにホタルのようちゅうを見たりすること

ができて楽しかったです。大きくなったホタルを見てみたいです。 

 

カワニナ採取 幼虫放流 



 校区クリスマス会 
 令和７年１２月２１日（日）みなみ台町内会あいご部では、町内会の子どもた
ち（幼児から中学生）を対象にクリスマス会を開催しました。はじめに、参加した子
どもたちにお菓子を配付し抽選会を実施しました。抽選では普段なかなか買わない景品が当たること
もあり、保護者からは「子どもたちが楽しく遊んでいた」との声が聞かれました。子どもたちからは
「抽選はワクワクした」「あってよかった」などの感想があり、会場では笑顔や笑い声があふれまし
た。抽選からもれた子どもの悔しそうな表情も見られました。 

また、保護者の協力で家庭にある本や文庫本を持ち寄り、希望する人に提供しました。地域の温か
さを感じる行事となりました。 

【あいご部長 河野 雄治】 
 

 
 
                       
 

 
 令和７年１２月６日（土）に、校区コミュニティ主催で校
区まち歩きを実施したあと校区あいご会主催で雪合戦ゲーム
を開催しました。カラーボールを使った雪合戦を異学年の子
どもたちが楽しく活動しました。 

子どもたち同士の親睦を深めるとともに、地域・家庭・学
校の連携・協力体制を整えることができました。 
             【宮校区学校あいご会コーディネーター 若松 真央】 

 雪合せんゲームを１年生から６年生までのみんなでしました。きょうりょくしてたたかって、
かちまけはあったけれど、きょうりょくしたのでとても楽しかったです。またさんかしたいと思
います。 

 【宮小２年 松岡
まつおか

 由樹
ゆ き

】 
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市電でGO！

＜スケジュール＞
 鹿児島駅集合　貸切市電乗車

 自己紹介・リーダー経験者からのアドバイス・レクリエーション　 谷山電停下車
鹿児島市立ふるさと考古歴史館到着　常設展見学

火起こし体験・発掘体験・昼食・まが玉づくり・オリジナル古代服着用・写真撮影・自由時間
谷山電停発　貸切電車　鹿児島駅着

中央ブロック理事　大龍校区あいご会会長　興明日香

/

/

学ぼう！遊ぼう！発見しよう！

中央ブロック合同企画　小学部リーダー・サブリーダー研修会

各校区あいご会に所属している3，4，5年生を対象に、次期リーダー・サブリーダーとして見聞を広める
体験活動を中央ブロック（清水・大龍・名山・山下・松原・城南小学校区）連帯して企画し、小学生27名、
中学生1名、大人9名が参加しました。

　2月21日（土）鹿児島駅から貸切電車に乗車し、6年生と中学生からリーダー経験談の発表後、6年生の進行で
レクリエーション（クイズやリズムゲーム）をし親睦を図りました。その後、館内での体験を通して、子どもた
ちの表情がどんどん明るく笑顔になり、初めての体験に目をキラキラ輝かせていました。子どもたちは、すぐに
友達になって、声も大きくなり、最後の感想も進んで前に出て発表するなど、どんどん解放されていくのを感じ
ました。
また「今日なんかさー、めっちゃ楽しかったよね」と、子どもたちの会話から自然にでてきた言葉に、中学生が
安堵したと話してくれ、大人も体験が大事と改めて実感することでした。
「来期も合同企画したいね」という声があがって
います。単位での活動が基盤ですが、合同で活動
すると『刺激になる』と感じました。
今回は子ども参画だったので、来期は、1から
一緒に考えていけたら主体的な活動になると思います。



 
 
 
 
 あいご会に関する標語コンクールを初めて実施しました。３５校区から１２９点の応募があり、育
成部員と連合会役員で審査を行いました。すばらしい作品が多く、審査に大変苦労しました。１１月
１日（土）に最優秀賞、優秀賞の家族には表彰式に参加してもらいました。 

     ＜最優秀賞者・優秀賞者＞             ＜最優秀賞受賞者あいさつ＞ 

 学校のしゅくだいとしてとりくんだひょうごでしたが、そ

のときにおもいだしたのはあいご会のおにいちゃんおねえち

ゃんたちとあそんだ日のことでした。 

 おにごっこやかくれんぼなどいっぱいあそんでたのしかっ

たことや、いっしょにあそんだみんなのえがおがきらきらし

ていて、とてもおもいでにのこったからです。ひょうごをつ

くるときにまずうかんだのは、きらきらということばでし

た。あいご会のいろんなぎょうじをとおして、そのきらきら

がつながっていったらいいなとおもいました。 

 そんなひょうごがさいゆうしゅうしょうにえらばれて、と

てもうれしかったです。ありがとうございました。 

春山小 １年 川畑 まとい  
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＜感想＞  坂元台校区 ６年 横山 未来 
 私が今回のあいご会標語コンクールにおうぼしたきっかけ
は学校の宿題です。標語を考えるときに参加した行事を思い
出しながら考えました。あいご会で学べたこと、そして楽し
かったことがたくさんあったので、それを標語にしました。 
 受賞の知らせを聞いたときはとてもびっくりしました。一
生けん命考えてよかったと思いました。これからも地域の活動
やあいご会の行事は積極的に参加していきたいです。 
＜感想＞  西伊敷校区 １年 佐々木 うた 
 わたしはなつやすみに学校からもらったプリントの中にあ
いご会標語コンクールがあったのでおうぼしました。 
 そのときはまだあいご会のぎょうじにさんかしたことが
なかったので、どんなことをするのかなとたのしみなきも
ちをかきました。 
 たくさんのさくひんの中に、わたしのひょうごがえらば
れたことにすごい、うれしいとおもいました。 
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＜感想＞ 福平校区 ２年 榎本
えのもと

 來太朗
こ た ろ う

   

きっかけはお父さんが影原町内会のふく会長をしていて、あ
いご会という言葉をよく聞いていたので、おうぼしました。 
 たくさんのぎょうじにさんかしてみて、ぼくのちいきにはた
くさんの人がいることをしりました。しらないおじいちゃん、
おばあちゃんもみんないっしょにぼくたちをたのしませてく
れ、ぼくたちもちいきの人に元気をあげられるように、がんば
っていることをひょうごにしました。 
 しょうをもらってうれしかったので、これからもぼくたちの
ちいきがたのしいところだよとみんなにしってもらいたい 
です。 

＜感想＞ 喜入校区 ２年 今本
いまもと

 大智
た い ち

 

 あいご会ひょうごコンクールでゆうしゅうしょうをもらえ
て、とてもうれしかったです。夏休みにあいご会の活どう
で、家ぞくみんなで海がんのゴミひろいをしたり、いかだ下
りをしました。はじめはことばをまとめるのがむずかしかっ
たけど、家ぞくでキーワードをいくつか出して、ぼくがこれ
をつかいたいと言ってまとめました。 
 これからもあいご会の活どうを大切にして、ちいきの人や
友だちとたくさんのことを体けんしながら、やさしい心のき 

     ずなを広げていきたいです。 
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 春山校区では近くの上山岡にあいご会で登ります。春山小１年生のさいとうすずこさんがそのときの
ことを作文に書き、南日本新聞のひろば欄「若い目」に掲載されました。紹介します。 
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南日本新聞ひろば欄掲載 



  

 令和７年１０月３０日（木）に中央公民館で理事等役員研修会を開催しました。あいご会関係者９０
名が参加されました。今年度のテーマは「子どもが主役のあいご会～子どもリーダーをどう育て、活躍
する場面をどう作り出すか～」でした。 

まず、春山校区あいご会長の本村信治さんと谷山校区有志あいご会コーディネーターの吉留栄美さん
が事例発表を行いました。その後、グループ協議を行いました。１２グループでそれぞれ活発な意見が
交わされました。 

   
 

     現状や課題                        解決策 
 
 
 
 

○ リーダーに任命証を渡す → 責任感 → 

 地域の一員としての自覚 → 積極的な活動 

○ 校区スポーツ大会を中学生実行委員の運営 

 役割分担、リハーサル、中学生からの挑戦状 

 地域からの賞賛の声 

○ 委嘱研究公開での中学生実行委員 

 役割分担（受付係、進行係、事例発表、展示係等）、

手作りカードでのおもてなし、研究協議への参加 

会場掲示物（校区あいご会だよりの作成） 

参加者からの賞賛の声 

成功体験が子どもたちに自信を生み、郷土のために 

がんばろうという気持ちが育つ 

子どもリーダーの育成 

○ 谷山校区あいご会の紹介 

１１の町内会あいご部に子どもリーダー 

○ 谷山校区のモットー 

① 無理はしない、させない 

② 谷山への愛着心を育てたい 

○ ふるさと探検やリーダーキャンプ 

宿泊体験学習でリーダーを育てる 

○ 子どもリーダーによる子ども会大会の開催 

楽しいゲーム作り、大会準備から運営 

○ 子どもが主体性をもった活動がしたいが・・ 

○ 何を引き継ぎ、どう変われば新しいあいご活動

ができるか。あいごのスタイル見直し？ 

● コロナ禍で行事が減り、活動が衰退 

● あいご会に加入しない 

● 後継者が育たない。役員の問題 

● 中学生があいご会に参加しない。 

● 子どももいろいろ忙しい。 

● 子ども主体にするにはエネルギーがいる 

○ リーダーの宿泊学習で役割分担をしている 

○ 負担感を減らすためお手伝いをもらわない 

○ 子どもに役割を与えることで実感できている。 

◇ 地域を好きになってもらう 

◇ 役員はやれる人がやるようにする 

◇ 学校にあいご会掲示板を設置 

◇ 強制や無理をさせない。 

◇ やって良かったと思わせる関わりを 

◇ 子どもと大人いっしょに年間計画立案 

◇ 中学生が参加しやすい日程を 

◇ 小学生の頃から少しずつリーダーを育てる 

◇ 子ども役員会議を開催 

グループ協議 

中学生実行委員の活躍 



【松原校区あいご会】 

１ 期  日    令和８年２月７日（土） 

２ 会  場    鹿児島市立松原小学校体育館 

３ 研究テーマ   『地域の宝物』 

～ひとりひとりを大切に、 

これからのあいご会～ 

４ 参加人数    88 人 

５ 公開概要 

  （１）趣旨 

    鹿児島市の中央部に位置する松原校区あいご会は、７つの単位あいご会で構成されており、伝統

行事も行っておりました。近年は商業地域ということもあり人口のドーナツ化現象による少子高齢

化社会地域へ進んでおります。児童数は減少傾向となり、伝統行事の継続も困難な状況にあり、さ

らにコロナ過からの再開時には以前の活気を取り戻すことが厳しくなっております。今回の研究公

開では現在の取組を紹介しつつ関係者皆様と成果や課題を共有して各あいご会活動のより一層の

活性化をはかることを目的とします。 

（２）あいご会活動報告（校区あいご会及び単位あいご会） 

  【城山登山】 

毎月第３日曜日に松原小学校に集合し、ラジオ体操をした後、城山へ向かって出発しています。

途中で出会う方々と、気持ちの良い挨拶を交わします。展望台では箒で掃き掃除を行い、みんなで

「城山登山の歌」を歌った後、下山しています。 

  【夏祭り】 

毎年恒例の行事となっています。今年は、スーパーボールすくい、 

ヨーヨー釣り、射的、かき氷など様々なコーナーを設置しました。夏 

祭りの最後は、水風船合戦を行い、盛り上がりは最高潮に達しました。 

  【せごどんの遠行】 

松原小学校に集合後、西郷隆盛誕生地へ。そこから、座禅石⇒夏蔭城跡⇒城山本営跡⇒南洲翁洞

窟⇒終焉の地⇒南洲墓地⇒西郷南洲顕彰館と、スタンプラリーに参加しながら約８km の道のりを

歩きました。暑い中での遠行となりましたが、参加者全員、完歩することができました。 

  【あいご講座】 

松原小学校体育館で、元プロバスケットボール選手をお招きし、体感を鍛える動きやバスケット

ボールを楽しみながら教えていただきました。最後は、様々な質問に答えていただき、バスケット

ボールを通して、体を動かす楽しさを味わうことができました。 

  【単位あいご会行事】 

十五夜やおはら祭への参加、餅つきなど、７つの単位あいご会で 

季節ごとに工夫を凝らした活動を行うことができました。 

（３）研究の成果と課題 

  【成果】 各単位あいご会、校区あいご会で、協力して活動を行うことができました。 

【課題】 年々、児童数の減少と共に、あいご会活動への参加者が減り、今後参加者を増やしていく

工夫が必要です。また、あいご会費の集め方にも工夫が必要です。 

【松原小学校教頭 永吉 卓郎】 



【中洲校区あいご会】

１ 期 日 令和８年２月14日（土）

２ 会 場 鹿児島市立中洲小学校体育館

「地域で育むダイヤの原石３ 研究テーマ

～なりたい自分を かんがえられる すなおな子ども～」

４ 参 加 者 ８０名

５ 公 開 概 要

(１) 趣旨

中洲校区は、かつて三方限と呼ばれ、郷中教育が盛んに行われていた地にある。

現在、３つの単位あいご会で構成されており、それぞれで特色ある活動を行ってい

るが、セゴドンのエンコやおはら祭等の行事への参加や野太刀自顕流の体験など、伝

統文化の継承においては、共通して大切に行っている。

今や子供たちの成長や発達に大きな影響を与えているのは、ＳＮＳである。便利な

ものである一方、人とのふれあいが減少したり、脳が正常に発達しなかったりするな

どの問題も指摘されている。また，バーチャルな世界での架空体験だけでは、感性や

五感も刺激されず、子供の健全な成長につながらない。

あいご会の意義は、地域で子供を見守り、育てることにある。子供たちが地域での

実体験を通して健やかに成長できる中洲校区でありたい。

そんな願いを込めて、本研究テーマを設定した。

(２) あいご会活動報告

単位あいご会と校区あいご会に分け、それぞれの活動について報告した。

【単位あいご会活動報告】

３町の代表２名ずつが、それぞれの校区での活動を

発表した。特に特色ある活動として、中央町が十五夜

祭り、上之園町が敬老会、上荒田町が六月灯について

写真や資料を交えながら、詳しく説明を行った。

また、３町が共通で行っている校区清掃について、

活動の意義と成果を踏まえながら紹介を行った。

【校区あいご会活動報告】

校区あいご会の活動報告は、４名の代表児童が行っ

た。中洲校区あいご会の活動は、単位あいご会での活

動とはまた一味違う活動であり、子供たち同士の親睦

が図れる貴重な機会となっている。ここでは、鴨池ブ

ロックスポーツ交歓会への参加とあいごお楽しみ会に

ついて発表した。

スポーツ交歓会では、中洲校区代表として、ボッチャの競技に参加し、優勝した喜びを語

った。校区としての絆や一体感を感じることができたと感想を述べていた。

あいごお楽しみ会では、運営委員がレクリエーション等を企画、運営する様子を動画を交

えて紹介した。準備が大変で，参加者が喜んでくれるかという不安もあったが、やってみる

とみんなの笑顔があふれ、達成感と満足感でいっぱいだったとふり返っていた。リーダーと

しての素地作りにもなった体験となった。

６ 研究の成果と課題

（１） 成果

〇 これまでの活動についてふり返ることを通して、得た学びや気づきを再認識する

とともに、地域への誇りや愛着を深めることができた。

（２） 課題

子供の成長を助長する魅力ある活動を実現するための体制づくりが難しい。●

【中洲小学校 教頭 尾辻 孝徳】
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　【令和７年度　鹿児島市あいご会連合会役員名簿】（令和８年１月現在）

重 久 公 香

鎌 迫 智 美

坂 元 豪

横 峯 里 美

古 殿 和 博

坂 尾 加代子〃

会 長

副 会 長

柿 元 まり子 和 田

國 分 大 輔 吉 田

福 平外 城 戸 昭 一〃

〃

常 任 理 事

西 村 光 行 山 下

花 尾

郡 山

川 上

吉 野

吉 野 東

大 明 丘

大 山 杏 奈

上 川 雅 彦

安楽万里子

黒 木 秀 一

宮 司 達 也

森 脇 美 紀

内山みどり

遠 矢 仁 司

種子島俊也

上醉尾あすか

興 明 日 香

萩原功一郎

西 村 光 行

山 田 剛

貴 島 直 子

福 添 美 幸

武 岡 台

松 原

北 原 英 樹

松 崎 達 朗

東 屋 敷 壕

松 尾 優 緯 祝 真 一

向 井 由 貴 有島美穂子

中 馬 知 子

髙 木 優 紀

久 保 玲 佳

白 坂 桃 子

岩 下 楽 永 前田まゆか

※

河 野 佑 太

鴨 池

南

荒 田

古里向日葵

片倉那津人

牧野あずさ 松 下 順 子

高 橋 陸 人 春 山 昭 則

奥山みえ子

南 琢 磨

小学校

小 山 田

犬 迫

皆 与 志

玉 江

南 静 乃

岡 尾 浩 一

山 縣 真 紀

外 室 里 子

吉満友里伽

岸 本 玲 香

駒田百百子

寳 來 良 治

竹之内哲義

若 松 竜 太

大 田 笙 乃

兼好由美子

相良まい子

あいご会コーディネーター あいご会コーディネーター

【校区あいご会連絡協議会会長・あいご会コーディネーター（小学校・校区）】

№

松 尾 寬 子

吉 野

豊 留 洋 輔

長 浜 真 一

羽 生 麗 奈 原 口 透

恒吉康之佑 今 村 聖 子

牟 礼 岡

南 方

大 龍

西 伊 敷

校区名 あいご会長
小学校 校区有志

吉 田

本 名

宮

本 城

伊 㞍 美 鈴

上 橋 真 弓 西屋敷純子

上 田 結 水 吉 永 兼 蔵

徳 利 智 美

坂口ひかり 上 香 織

若 松 真 央 北 園 順 子

井 上 新 悟 ※ 中 洲

広 木

桜 峰
藤 崎 剛

藤 本 順 子 一 倉

冨 田 一 良山 口 政 行 西 谷 山
種子島俊也
柿元まり子 大 嶺 繁 徳

八 幡松 元 長 浜 真 一
髙 原 和 美 東 桜 島 坂 元 台

古 殿 和 博
和 田

加 藤 裕 子 谷 山 生 見 長 山 孝 代

重 久 公 香 桜 洲
原 口 信 博 東 昌

岩 元 美 孝

浦 口 真 樹 ※

※

№ 校区名 あいご会長

藤 崎 剛

日髙由美子

米 山 太 助

井上ひろみ

山 下 悠 斗 丸 峯 正 史

益山可奈未 德 永 慎 士

石 原 大 貴 髙 島 英 夫

校区有志

橋口三知広

米 倉 佐 和

＊

小森孝一郎

西 陵

田 上

重 久 公 香

迫 田 正 広

池 田 友 紀

藤 﨑 政 秋

髙 原 和 美

松 尾 千 春

野々下さち

大 山 愛 実

園 田 大 晴

東 桜 島

長 野 千 鶴

佐野美也子

田地行真由美

吉住さおり

森 田 眞 一 向 陽

松 崎 達 朗 吉 野 東

川 上山 田 剛

霜 出 佳 寿米 山 太 助 玉 江
國 分 大 輔

貴 島 直 子

氏　　名

常 任 理 事

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

【あいご会専門部組織】

南 静 乃

山 下 頼 厚

山 元 保

〃

事 務 局 長

興 明日香 大 龍

内 山 みどり 武 岡

若 松 竜 太 西 紫 原

小 山 田迫 田 正 広

大 迫 真 弓 前 之 浜

錦 江 台

研　修　部 広　報　部 育　成　部総　務　部

〃
〃

〃

内山みどり

小 山 田

校区名

西 田

役　職

部 長
副 部 長
部 員

〃
〃
〃
〃

興 明 日 香
武 岡

清 和
福 元 義 弘

池 田 友 紀 犬 迫

川 上
清 水

吉 田
北 原 英 樹

松 原 宮 司 達 也 原 良 山 下 幸 司

上醉尾あすか 萩原功一郎 名 山
上 川 雅 彦

若 松 竜 太 西 紫 原

春 山

校区名 氏　　名

中 山

上 野 瑠 香 南 方

東 谷 山田 中 建 男花 尾 小森孝一郎 中 洲

校区名 氏　　名 校区名 氏　　名

迫 田 正 広
宮

本 村 信 治
米 森 清 信

役　　職 氏　　名 校区名 役　　職 氏　　名 校区名

寳 來 良 治

道添さゆり

有 馬 文 枝

浦 口 幸 子

中間亜希子

武 岡 台

德 永 真 輔

室 屋 直 美

徳 利 浩 司

横 井 萌 脇 重 伸

加 藤 花 音 向 田 伸 子

髙 田 廉 人

中 郡 大 山 杏 奈

〃

山 田 剛

〃 横 峯 里 美 皇 徳 寺 下 田 正 美 喜 入
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あとがき

山 﨑 幸 子

西 村 夏 美

吉 元 健 児 西 健 太 郎 ※ 一 倉 藤 本 順 子

中学校名

所 﨑 直 子

有馬佑太郎

コーディネーター

【あいご会コーディネーター名簿（中学校）】

中 山 福 元 義 弘 徳 田 早 紀 萩 原 孝 司

中学校名中学校名 コーディネーター コーディネーター

※

前 田 智 美 喜 入 下 田 正 美 藤 尾 優 美 前 畑 礼 奈
福 平 外城戸昭一 松 元 有 未 有 水 義 博 前 之 浜 大 迫 真 弓 清 水 奈 央 鈴 房 代
平 川 坂 元 豪 堀 之 内 翔 大 野 雅 士 生 見 古 殿 和 博 上玉利明子

錦 江 台 長 山 孝 代

錫 山

諏訪下結友 井之上博美
和 田 柿元まり子 小 畑 愛 花 有 馬 浩 幸 中 名 前 原 博 明 﨑 向 美 羽 福 永 敏 子
清 和 霜 出 佳 寿 吉 野 愛 海 瀬 々 串 内 木 場 司

大 石 絵 美 永 田 晋 平
東 谷 山 田 中 建 男 堀 口 峻 輔 新 村 妃 鶴 皇 徳 寺 横 峯 里 美 ブリットン弥恵 細 樅 和 誠
西 谷 山 山 口 政 行 溝 口 紗 希 福 永 雅 子 宮 川 滝 寺 雅 之

石 谷 鎌 迫 智 美 小 崎 浩 美 久木崎多津子 星 峯 西 福 永 博 巳 古 閑 栞 福 永 香 織
谷 山 加 藤 裕 子 内 田 佳 菜 吉 留 栄 美 星 峯 東 鈴 木 健 吾 奥 野 真 輔

中島海瑠稀 谷 口 拓 也
東 昌 原 口 信 博 初 田 健 一 宮 内 里 美 桜 丘 西 吉 時 り な 大 山 優 花
春 山 本 村 信 治 州 﨑 結 衣 齋 藤 美 枝 桜 丘 東 有留雄一郎

№ 校区名 あいご会長
あいご会コーディネーター

№ 校区名 あいご会長
あいご会コーディネーター

小学校 校区有志 小学校 校区有志

吉 田 北 中 冨 部 鈴 夏
西 陵 中 森 田 直 樹

坂 之 上 春 菜
永 濵 夏 希
岡 田 小 百 合

松 元 中
谷 山 中
東 谷 山 中

今 久 保 水 菜

眞 邉 蘭
熊 埜 御 堂 隼 也
濵 崎 愛 華
東 杢 比 野 佑 真
有 村 龍 也

甲 南 中

和 田 中

西 紫 原 中

南 中
紫 原 中

渡 邉 綾 香村 岡 真 希
赤 石 悠 香
上 野 真 帆

【あいご新聞・あいご誌編集委員名】

河 頭 中

長 田 中
甲 東 中
城 西 中
明 和 中

あいご会長77名　小学校あいご会コーディネーター76名　　校区有志あいご会コーディネーター69名　

福 平 中
錫 山 中
谷 山 北 中
皇 徳 寺 中
星 峯 中
桜 丘 中
喜 入 中

赤 崎 颯 汰
平 石 み こ
坂 元 莉 歩
竹 之 内 希 美
吉 谷 す み れ
河 野 貴 子

内 田 大 夢
堀 口 文 悟

吉 田 南 中
郡 山 中

桜 島 中

徳 永 大 晟

岩 崎 健

長 岡 佑 樹

川 元 禎 久武 中

稲 﨑 宏 樹
佐 多 由 美 子

吉 野 東 中
坂 元 中
清 水 中

天 保 山 中
鴨 池 中

緑 丘 中
吉 野 中

種子島 俊 也 〃 柿 元 まり子 事 務 局 長

武 岡 中

大 田 敏 恵

山 之 内 晴 美
内 木 場 心 夢

東 桜 島 中

伊 敷 中
伊 敷 台 中

牧 之 内 ひ ろ み
清 水 幸 一
上 戸 洋 平

〃

中学校コーディネーター38名

萩 原 功 一 郎 広 報 部 員 寳 來 良 治
氏　　　名

広 報 部 長

山 元 保

広 報 副 部 長

木 屋 尾 将 真
川 田 泰 子

迫 田 正 広 古 殿 和 博
広 報 部 員 米 森 清 信 〃 冨 田 一 良 市 教 育 委 員 会 鎌 田 卓 生

〃

所　　　属 所　　　属 氏　　　名 所　　　属

山 下 幸 司

久 保 田 和 貴

田 中 建 男 広 報 部 員
氏　　　名

黒 神 中

〃

　令和７年度は新規事業として「あいご会標語コンクール」を実施
しました。市内各校区から応募があり、育成部を中心に審査を行い
ました。あいご会の良さやあいご会に参加して感じたことなどを標語に
した力作が多く、審査に大変苦労しました。最優秀賞、優秀賞、特
選、入選となった標語をあいご誌に紹介しましたので、校区あいご会
のチラシなどで活用されてください。
　あいご新聞No９４では「子どもが主役のあいご会」を特集としてさま
ざまなあいご会活動を紹介しました。今回のあいご誌でも「子どもが
主役のあいご会」を特集といたしました。
　子どものためのあいご会です。子どもたちが集まり、子どもたちが遊
び、子どもたちが笑う、そんな場所があいご会です。子どもたちがリー
ダーとして活躍している様子、子どもたちが楽しんでいる様子などを
掲載しました。また、できるだけ子どもたちがあいご誌の記事を書くように
しました。子どもたちが作成に関わることで、自信にもなり、これからの
生き方にプラスになることを願っています。

　　あ　遊び心をもって
　　い　いろんな体験をすることで
　　ご　ごはんがおいしいあいご会
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